
社会福祉法人 致知会

救護施設 真和館
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平成２６年度～平成２６年度～平成２６年度～平成２６年度～

・真和館では、６月に策定、１２月に見直しをしていたが、策定・真和館では、６月に策定、１２月に見直しをしていたが、策定・真和館では、６月に策定、１２月に見直しをしていたが、策定・真和館では、６月に策定、１２月に見直しをしていたが、策定

を「誕生月」に変更（平成２６年１月の誕生者から既に実施中）を「誕生月」に変更（平成２６年１月の誕生者から既に実施中）を「誕生月」に変更（平成２６年１月の誕生者から既に実施中）を「誕生月」に変更（平成２６年１月の誕生者から既に実施中）

・見直しは、入所者の状態変化に応じ、毎月の月間まとめの・見直しは、入所者の状態変化に応じ、毎月の月間まとめの・見直しは、入所者の状態変化に応じ、毎月の月間まとめの・見直しは、入所者の状態変化に応じ、毎月の月間まとめの

時に行うことに変更。時に行うことに変更。時に行うことに変更。時に行うことに変更。

＜結果＞＜結果＞＜結果＞＜結果＞

・個別支援計画の策定時期が特定の時期に集中しなくなった・個別支援計画の策定時期が特定の時期に集中しなくなった・個別支援計画の策定時期が特定の時期に集中しなくなった・個別支援計画の策定時期が特定の時期に集中しなくなった

・職員の事務負担の平均化・職員の事務負担の平均化・職員の事務負担の平均化・職員の事務負担の平均化

・今まで以上に、一人ひとりの計画に時間が割けるようにな・今まで以上に、一人ひとりの計画に時間が割けるようにな・今まで以上に、一人ひとりの計画に時間が割けるようにな・今まで以上に、一人ひとりの計画に時間が割けるようにな

って来ると思われるって来ると思われるって来ると思われるって来ると思われる
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①日誌入力の際、個別支援計画支援目標の可視化①日誌入力の際、個別支援計画支援目標の可視化①日誌入力の際、個別支援計画支援目標の可視化①日誌入力の際、個別支援計画支援目標の可視化
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＜実施内容＞＜実施内容＞＜実施内容＞＜実施内容＞

①１０分以内に（短時間で）①１０分以内に（短時間で）①１０分以内に（短時間で）①１０分以内に（短時間で）

②朝礼後にスタンディングで②朝礼後にスタンディングで②朝礼後にスタンディングで②朝礼後にスタンディングで

③議題は１つに絞り③議題は１つに絞り③議題は１つに絞り③議題は１つに絞り

④司会者は会議を進行し④司会者は会議を進行し④司会者は会議を進行し④司会者は会議を進行し

⑤記録者は、結論を直接パソコンに入力する⑤記録者は、結論を直接パソコンに入力する⑤記録者は、結論を直接パソコンに入力する⑤記録者は、結論を直接パソコンに入力する
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＜実施内容＞＜実施内容＞＜実施内容＞＜実施内容＞

出勤日の朝礼後または夕方１６時以降に、各出勤日の朝礼後または夕方１６時以降に、各出勤日の朝礼後または夕方１６時以降に、各出勤日の朝礼後または夕方１６時以降に、各

担当入所者の居室で担当職員が、１日の予定担当入所者の居室で担当職員が、１日の予定担当入所者の居室で担当職員が、１日の予定担当入所者の居室で担当職員が、１日の予定

や日課をきっかけにした短時間のコミュニケーや日課をきっかけにした短時間のコミュニケーや日課をきっかけにした短時間のコミュニケーや日課をきっかけにした短時間のコミュニケー

ションを図る運動ションを図る運動ションを図る運動ションを図る運動
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�＜実施内容＞＜実施内容＞＜実施内容＞＜実施内容＞

� 日頃訴えの無い入所者を対象に、日日頃訴えの無い入所者を対象に、日日頃訴えの無い入所者を対象に、日日頃訴えの無い入所者を対象に、日

頃の悩みを傾聴すると共に、各人の能頃の悩みを傾聴すると共に、各人の能頃の悩みを傾聴すると共に、各人の能頃の悩みを傾聴すると共に、各人の能

力向上や自立に向けた話し合い力向上や自立に向けた話し合い力向上や自立に向けた話し合い力向上や自立に向けた話し合い（入所（入所（入所（入所

者と対話することによる課題の気づき）者と対話することによる課題の気づき）者と対話することによる課題の気づき）者と対話することによる課題の気づき）
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入所者一人ひとりの性格や考え方、癖や好み、得意なことや不得手なこと、育った環境

や人生経験など違いによる支援方法を数値化し、統計的なデーター処理を行えば、一歩

進んだ支援ができるはずであります。

入所者データーは、入所前の経歴や病歴、入所後の介護日誌、看護日誌、相談日誌、

ケース会議、個別支援計画、苦情処理、アクシデント等様々な情報はありますが、残念な

がらバラバラの保存となっており、「人」をキーワードにした情報の集積はできていません。

従いまして、職員にとっては利用しづらく、これまで、蓄積されているデーターも生かされて

いない状況にあります。

そこで、ＱＣ活動で開発された「10分間ケース会議」や「1分間ラポール運動」で蓄積される
個人情報も項目ごとに蓄積するのでなく、後々まで、生かして使えるようにするために、こ

れらの情報を個人別に分類・整理・加工し直せば、利用しやすい「人に関するデーターバ

ンク」になるはずであります。

職員が経験した入所者一人ひとりの特有の支援の方法や気付き、あるいは本人の日頃

の希望等を打ち込めば、入所者の総合的な情報データーバンクになり、そこから、入所者

の琴心に触れた支援を生み出していくようなことも考えられます。 平成25年度は、まず、
手始めに、データーバンク「知恵袋」として、これまでの資料をどう分類し、新たにどのよう

な情報や資料を入れて行くかの検討を始めました。
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一歩進んだ支援を行うための

統計的データの作成。

今までのデータの

分類・整理・加工

統計的なデータ処理

性格・環境・特有

の支援・希望

その前に
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ACCESS

日中活動・体調・通院 個人情報

日誌

フェースシート

個人記録

個別支援

計画書

事故

よろず

相談

クラブ

活動

アセスメント

クラブ報

告書

よろず

相談

事故報

告書

進行管理表

ケース

会議

ケース

会議録

サ

イ

ボ

ー

ズ

苦情

苦情

報告

一部転記

転記
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１月１４日 誕生会について

１月誕生会（イースト）に参

加される。

ミックスフライ定食とコーヒーゼリーパ

フェを食べられる。肉全般が食べれない

ので、肉以外のものを選ばれた。自分が

肉を食べないので、家では肉料理が出

ないので、奥様はたまの外食時に肉料

理を食べられていたことや、10年ぐらい
前までタバコを吸っていた事等を話され

た。

卓球バレーに参加される。

最初は遠慮されていましたが、初めて参

加されました。ルールが分からず、サー

ブも弱い球を打っていました。年齢のた

めか反応は鈍いがですが、職員の横で

見よう見まねでされていました。

１月１７日 卓球バレー練習について

≪日誌≫
≪報告書≫
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氏名

生年月日

性別

年齢

入退所日

福祉事務所

入所前所在

手帳

年金

加算

主（従）精神疾患

キーパーソン

住所

既往歴

現病歴

アレルギー

平均（体温・血圧・脈拍）

入退院記録

身長・体重・体格・ADL

現在の項目

記入漏れ、未更新
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①個人記録を充実させ、進行管理表の作成をスムーズ

にする。

②フェースシートの記入と更新を確実に行う。
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①アクセスを改良し、報告書等の記録を個人記録にまとめ

る

→「個人記録の充実」

②フェースシートを業務に合わせた役立つものにする。

→「必要な情報への結びつきと確実な更新」
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イベント

詳細詳細詳細詳細報告書記入参加のみ参加のみ参加のみ参加のみ日誌に記入

個人記録 報告書

進行管理表

個別支援

入力作業入力作業入力作業入力作業入力作業入力作業入力作業入力作業

・入力作業が２回ある

・詳細を記載した報告書の内容

は個人別にまとまらないため進

行管理表の作成に生かしにくい。
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イベント

日誌出力

詳細詳細詳細詳細を日誌に記入

個人記録

報告書出力

進行管理表

個別支援

入力作業入力作業入力作業入力作業

・入力作業が１回ある

・詳細な内容が進行管理表の作

成に生きる。

出力出力出力出力
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フェースシート入院情報提供書

看護要約

食事フェースシート

緊急時連絡に関する

基本事項

使用されている情報（書類）

あまり使用されていない
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フェースシート

入院情報提供書

看護要約

食事フェースシート

緊急時連絡に関する

基本事項

フェースシートを更新すればすべ

ての書類が同時に更新される

必要な全ての情報必要な全ての情報必要な全ての情報必要な全ての情報

19



フェースシート 入院情報提供書 緊急時 看護要約 食事フェースシート

1在籍 在籍 在籍 在籍 在籍

2入所者ＣＤ 入所者ＣＤ

3入所者名 入所者名 入所者名 入所者名 入所者名

4フリガナ フリガナ フリガナ フリガナ フリガナ

5性別 性別 性別 性別 性別

6生年月日 生年月日 生年月日 生年月日 生年月日

7年齢 年齢 年齢 年齢 年齢

8血液型 血液型

9入所日 入所日

10在籍期間 在籍期間

11入所前所在
12退所日
13退所先
14担当者ＣＤ 担当者ＣＤ

15担当者名 担当者名

16福祉事務所ＣＤ 福祉事務所ＣＤ
17福祉事務所 福祉事務所 福祉事務所 福祉事務所

18福祉事務所〒 福祉事務所〒 福祉事務所〒 福祉事務所〒

19福祉事務所住所 福祉事務所住所 福祉事務所住所 福祉事務所住所
20福祉事務所� 福祉事務所� 福祉事務所� 福祉事務所�
21担当ＣＷ 担当ＣＷ 担当ＣＷ 担当ＣＷ

22身障手帳 身障手帳

23身障交付日
24身障再認定
25精神手帳 精神手帳

26精神交付日
27精神期限
28主精神疾患
29従精神疾患
30身体合併
31療育手帳 療育手帳

32療育交付日
33療育再認定
34自立支援期限
35住民票所在地
36現住所 現住所

37前住所
38本籍地
39既往歴 既往歴 既往歴 既往歴 既往歴

40現病 現病 現病 現病 現病

41感染症 感染症

42禁忌薬 禁忌薬

43アレルギー アレルギー アレルギー

44罹り付け病院担当 罹り付け病院担当

45服薬中の薬 服薬中の薬 服薬中の薬 服薬中の薬

46入院歴
47身長 身長

48体重 体重

49標準体重 標準体重

50特徴
51ＢＭＩ ＢＭＩ

52加算
53年金種類
54年金額
55キーパーソン１ キーパーソン１ キーパーソン１

56関係１ 関係１ 関係１

57住所１ 住所１ 住所１

58自宅�１ 自宅�１ 自宅�１

59携帯�１ 携帯�１ 携帯�１

60キーパーソン２ キーパーソン２ キーパーソン２

61関係２ 関係２ 関係２

62住所２ 住所２ 住所２

63自宅�２ 自宅�２ 自宅�２

64携帯�２ 携帯�２ 携帯�２

65家族関係
66個別支援目標
67入所前生活歴
68入所中の様子 入所中の様子

69経過（看護） 経過（看護）
70歩行 歩行 歩行

71嚥下 嚥下 嚥下

72食事 食事 食事

73排泄 排泄 排泄

74入浴 入浴 入浴

75麻痺 麻痺

76着脱 着脱

77整容 整容

78睡眠 睡眠 睡眠

79洗濯 洗濯

80義歯 義歯 義歯

81視力障害 視力障害

82聴力障害 聴力障害

83発語 発語

84理解力 理解力

85 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

86精神状態 精神状態

87認知症 認知症

88金銭管理 金銭管理

89食種 食種

90主食 主食

91主菜副菜 主菜副菜

92魚の骨 魚の骨

93禁止食 禁止食

94好き嫌い 好き嫌い

95好きなおやつ 好きなおやつ

96間食量 間食量

97好み固さ 好み固さ

98好み味付け 好み味付け

99使用食器 使用食器

100 最終排便 最終排便

101 転所当日ﾊﾞｲﾀﾙ

99 52+2 30 21+1 27

フェースシート ９９項目

入院情報提供書 ５２+２項目
緊急時連絡に関する基本事項３０項目

看護要約 ２１+１項目
食事フェースシート ２７項目
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� 更新担当者

更新 76/99項目 指導員

8/99項目 看護師

15/99項目 栄養士
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個人記録の情報量

２０日間の個人記録の量が平均して

Ａ４サイズで0.5ページ分増加
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◎報告書の統合について

� 報告書（エクセル）と日誌（アクセス）と両方に記入しな

いといけなかったのが、一つになったので楽になった。

� 報告書を日誌（アクセス）に記入するようになったこと

で、その日の内に記入しないといけなくなった。

� 当日に記入しないといけないので、逆に内容を忘れな

くなった。

� 一元化されたことで、個別支援進行管理表を記入する

際は、参考資料として、アクセスだけを開けばよくなっ

た。
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�報告書を日誌に記入する際にはキーワード
を入力する。

�事故（ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ）報告書を日誌に記入する際
には、事故（ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ）報告書№を入力する。
� フェースシート項目ごとの更新担当者を配置
する。
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�今回の活動で作ったシステムをどう活用
し、支援方法の数値化、及び統一を図る

か

�引き続き、人に関するデーターバンクを
目指した活動を行う
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